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脳性まひ者の職業能力に関する調査

窪 木 安 久

in Cerebal palsy person 

A Reseach on the Capacity For Vocation 

Yasuhisa KUBOKI 

脳性まひ者の職業自立と職業上の適応を図るためには職業選れ段階i乙於て適正な指針が示され継続

的なフォロアッフ。が不可欠である。職業選択段階で如何程の残存機能があり志向する職業上に期待さ

れる能力とのギャップの程度の解明が必要となる。比較的就業可能な軽労働の座作業を前提とした場

合の上肢機能の能力測定に役立つ職業適性検査パッテリの構成をなしその妥当性を検討するとともに

脳性まひ者の職業上の能力の推定を試みる。

はじめに

身体障害者雇用促進法が51年10月1日に10年ぶりの大

改正がなされ法定雇用率の 0.2%上昇と納付金制度が定

められでも諸般の事情により障害者の雇用は行政機関の

努力にかかわらず意図通りに進まない。

雇用をはばu'原因は多様であるが究極は労働対価の基

本となる作業者の職業上の能力に到達する ζ とは否定出

来ない。

就中障害者のうち脳性麻庫K帰因して機能障害を持つ

者は他の要因と複合して一般に就職をはばまれる度合が

高い。

就職を前提としてなされる職業訓練に於て訓練生の持

つ障害が職業技能習得に如何程の阻害をもたらしている

かの程度の把握，特に障害者の就業分野の限定がある関

係から座作業など上肢機能l乙依容する職業領域に於て期

待される職業能力の程度の測定方法の確立を試みる。

本事例研究調査は51年度より 3ヶ年計面の二年次調査

の中間報告である。

1 • 52年度調査のねらい

51年度事例調査1)で健常者の職業訓練校訓練生の能力

指数を 100とした場合，脳性まひの職業訓練生の上肢機

能の程度を最大公約数的に見て狙準テストで75，曲線形

式テスト，円打点テスト，さし替テストで各50，実技作

業テストとしての針金曲げテストで40，釘打ちテストで

35という指数を算出した。

52年度は障害ある手の代替機能の測定をかねて，片手

で利用できるテストに焦点をしぼりさらに脳性まひの症

状1[.見られる運動の協調性の喪失，筋緊張の異常等の反

映が測定されるものとして表lに示す5類6種(1ぺ一

、パテスト， 5器具テスト)により上肢機能に限定して能

力測定を図った。

比較考察のため同年令層の健常者の訓練生を対象とし

て同一条件で上肢機能の能力の測定をなした。

表 1

年唇 検 査 名 調lU 定 法 テスト様式

安定度テスト 作業制限法 器具テスト

52 狙準テスト I 作業制限法 器具テスト

狙準テスト E 作業制限法 ペーパーテスト
使 年

針金曲げテスト 作業制限法 器具テスト

用 度 さし替えテスト 作業制限法 器具テスト

タッピングテスト 時間制限法 器具テスト
フー

狙 準 作業制限法 ペーパーテスト

ス 曲線形成 作業制限法 ペーパーテスト
51 

円 打 点 時間制限法 ペーパーテスト
ト

年 さし替えテスト 作業制限法 器具テスト

さし込みテスト 作業制限法 器具テスト
度

針金曲げテスト 作業制限法 器具テスト

釘打ちテスト 作業制限法 器具テスト
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2. 利用テストのねらい

テスト I 安定度テスト。

手指運動の安定性一運製ト静止ー動揺の抑制など手

腕筋肉の調整の度合測定

テスト 11 1且準テスト(器具の部L

目と手の協応によりペグを狙ひ打つため振幅ある上

下運動制御の能力測定

テスト E 狙準テスト(ぺ→パの吉is)O

目と手指の協応により打ち叩く様な速度ある運動を

正確，迅速に行なう能力測定

テスト N 針金曲げテスト。

大きさ 9 距離の目測，空間関係の知覚を通じて形態

把握lζ加えて認知形態の再生における巧徴性の測定

テスト V さし替えテスト。

指先きを巧みに速く動かす能力の測定

テスト VI タッピングテスト。

手首及び手指で行なう連続高速運動の能力測定

3 実験

3. 1被験者

51年度， 52年度いづれも国立身体障害者職業訓

練校の訓練生である

51年度は脳性まひ (Cerebalpalsy) の訓練生

(以下Cppと略記)28名 52年度37名内CPP17

名を有効データとした

訓練生の年令区分，訓練科目，障害類型，障

害等級区分は表 2~表 5 の通りである。

比較対象群としての健常者群(以下NPと略記

)は51年度県立N職業専修校37名， 52年度はA

総合高等職業訓練校37名で年令は16~18才訓

練科目別区分は表3の通りである。

3. 2検査の実施

51年度は7月を第1回目とし12月に第2回目

を行なった。第2回目の意図は学習効果の確認

と機能訓練による身体機能の促進度合の測定で

ある。

52年度は11月 1回のみである。

3. 3実施万法

個別検査法により机K向って腰かけた状態で実

施した 針金曲げテスト，釘打テストはNP群CPP

群全ての被験者についてメモモションカメラ及び

VTR I乙収録し身体機能差の分折用資料の入手を

図った。

表 2 被験者年令構成

:pぐご 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 T 

cpp 51年度 5 [ 2 1 1 8 413 2 1 0 。。 1 128 

cpp 52年度 2 1 0 1 1 6 3 1 0 1 1 0 1 1 0 3 117 

NP 51年度 o 1 2 31 4 1 0 。。 。。 。。 37 

NP 52年度 o 1 1 29 7 1 0 。。。 。。 0137 

表 3 被験者の訓練種目別人員

訓練種目 51年度 52年度

製材機械整備科 2 2 

機械製図科 。 l 

建築製図科 3 2 

電子機械科 8 1 

軽 印 席リ 科 。 5 
CPP 

編 物 科 。 3 

経理事務科 3 3 

印章彫刻科 9 。
造 園 科 2 。

28 17 

板 金 科 14 9 

溶 子妾 科 18 10 

配 戸田古 科 5 。
NP 

機 械 科 。 10 

自動車整備科 。 8 

言十 37 37 

表 4 CPP被験者障害類型

障害医分 51年度 52年度 構成比

四 肢 14 4 (39) 

右上肢障害
6 7 (29) 

右半身障害

左上肢障害
1 5 (13) 

左半身障害

下 肢 4 。 (8) 

体 幹 1 l ( 4) 

そ の f白 2 。 (7 ) 

計 28 17 100% 
」一
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表 5 CPP障害等級区分

障害等級 51年度 52年度 構成比

2 6 8 (31) 

3 5 4 (20) 

4 5 2 (15) 

5 7 l (18) 

6 4 2 (13) 

不 明 1 。 (3 ) 

計 28 17 100% 

4. テスト実施と結果

テスト I フエツペル安定度検査器を使用し3閉の練

習後に測定検査を開始した。

安定器前面溝路のスタート位置より終点まで鉄筆を

運んだ時間計測と鉄筆保持の不安定動揺，筋力の調

一-，rp
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図 1ーロ安定度テスト 図 lーハ安定度テスト

(時間累積度数分布図) (エラ累積度数分布)
図 1-イ 安定度テスト時間分布(秒)

整不能による接触度を度数言十で、計測した。

所要時間分布は図 1 の通りで被験者全体のAV~

17.6 SD ~8. 44 NPのAV車 14.69 SD~4. 96 

cppのAV~24. 98 SD~ lO. 48 接触度数全体のA

V~17.0 SD詰 10.29 NPのAV~13. 24 SD~3. 60 

cppのAV~24.5 SD~16. 31である。

所要時間(秒)と接触数との相関はNPで'r~ ーO.

23 CPPo.18いづれも無相関である。

障害区分では右半身，右上肢に障害を持つ者はい
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づれもcPPの平均を上廻る秒時を要し，左上肢，両

下肢障害者は予想通り NPの平均と向程度の能力を示

している。

テスト E 狙準器を使用し利手でハンマを持ち凸

出のベグを打ち叩き凹ませる。 40本のペグ全て

を打ち叩き凹ませるに要した時闘を測定する。

所要時間分布は図2の通りで被験者全体のAV

~50. 37秒 SD~45. 85 NPのみのAV~31. 64 

SD~ 7.0 CPPのAV~81. 3 SD~73. 7である。

NPは22秒-50秒l乙全員の分布を見るがcPPは

50秒以内は65%の人員残り35%は60-270秒の

間lζ分布，障害による個人差の大きいζ とをう

かがし、知れる。 cPP中一過性緊張により狙準の

ねらい打ちの調整不能で再三再四のトライのた

めに所要時閣を多く要している。

利手の利用を原則としたので左上肢障害者，

左半身障害者はNPの平均同等値を示している。

テストm51年度の狙準テスト， 52年度の狙準テスト

Eと名称は同一であるが内容は異なり，むしろ51年

度の円打点とやや類似している。

打点の進め万が51年度は利手で、5秒間を 5回，非

ー -crr 
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図2 狙準テスト(器具)
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利手で5秒間 5固という時間制限法で進めたが52年

度は作業制限法によった。

従線で結ばれた経6mmの上下2つの田内IC利手に

持った鉛筆で速度ある上下運動で打ち叩く様に1点

を印し横巾30cmにわたる20組の円， 40打点4段の 1

60打点を行なうに要した時間と脱逸を測定する。

脱逸の浪IJ定が可能な点でテスト Eをカバーする。

所要時間分布は図 3 の通りで被験者全体のAV~86. 6 

秒 SD~29. 47 脱逸のAV~38.2 SD~22. 83 NP 

のAV~71. 9秒 SD~16.6脱逸のAV~36. 52 SD~ 

20.42 CPPのAV~ 109.0秒 SD~43.40 脱逸の

AV~46. 7 SD~35.2 所要時間と脱逸との柏関値

はNPでr~ー 0.5 CPPで"r=目 O.01である。
く

1λ 、、、
cpp中体幹障害，四肢障害者が所要時間及び脱逸

に極めて持徴ある数値を示し所要時間のAV~158.9

秒 SD71.24でζの障害類型を除外して見ると cpp

のAV~80. 9秒SD~13. 91 脱逸のAV~40 SD ~ 

24.73であってNPと大差のない成績を示す。

轟轟轟醸欝欝欝額一九~

#j.~ p.H'¥'-I¥')前倒刷 .~~ ，.トH 川凧注ι
=コ.， c:コ 'P

・E 明 ・ー哨

テストN 51年度実技テストとしての針金曲げテスト

の再実験である。本テストのみは両手を使用するこ

とができる。

長さ60cm18番カラー被覆鉄線を表示見本通りにラ

ジオペンチで曲げ加工をするに要した時聞を計測す

るとともに完成品をセンサで計測し見本からの脱逸

を測定し形態を 6段階の品等づけをなした。

・完成に要した時間分布は図4の通りで被験者全体

1司f.ti ~r ，.，ゃ

"' 一一 一-c..rp

で:ft叶久 -1 i 

図4 針金曲げテスト

長さ

一長
辺短
のを
長と
さわ
のず

」一一一

8'%.メモモーション装置

品等評定区分表

誤差 評点 角度 評点

5冊以内 0点 50以内 。点

1 0田以内 1点 100以内 1点

1 5踊以内 2点 15。以内 2点

2 0回以内 3点 20。以内 3点

2 5醐以内 4点 25。以内 4点

25胴以上 5点 25。以上 5点

測定不能 6点 測定不能 6点 l
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のAV~ 174.5秒 SD~139.4品等平均 3.7NPのAV

~ 136.2 SD~69.0 品等の平均 4.0CPPのAV~

281 Sト~ 263品等の平均 2.2である。 NPは全体

の75%が品等上位の 6-4ランクに分布しているが

cPPは同ランク lζ30%程度の品等づけで品等段階3

以下に分布が集中している。

テスト V さし替えテストは51年度l己実施した手腕器

用テスト 2組のうちの一つで利手又は非利手，ある

いは代替機能を果す片手の指先きを巧みに速く正確

に動かす能力を測定する点を考慮して52年度l乙再度

組み入れた。

ペグボードを使用し片手の指先でベグl本を穴か

ら司|きぬき指先でペグを上下ひいくりかえして元の

穴にさし替える。

48本のペグの全てをさし替えるに要した時聞を計測

する。所要時間の分布は図 51(.示す通りで被験者全

体のAV苧 78.5秒 SD~50. 31 NPのAV~59.49

SD~5. 07 CPPのAV~ 123 SD~78. 5 NPの95%

は69秒以内で作業を完了，cPPは69秒以内の完了者

は40%にすぎない

.n>tLH十司Q6キ[1') J.lfA Ii省管

=コ.， .圃圃 ιfP 一ー一一肘V 一 色押

図5 さし替テスト

テスト VI タッピング器を用いて90秒の制限時間内lζ

おける高速打鍵運動を行なう。得点分布は図6Iζ示

すと ζ ろで被験者全体の打鍵数AV~ 434.0 SD~ 1 

00.5 NPのVA~477. 7 SD~48. 39 CPPのAV~

334. 8 SD~ 116. 0 打鍵数民於てcppは全体の 1

SD下位にNPは全体のすSD上位i乙AVの位置を示す。

打鍵数分布の上位25%の中l乙占めるNPは全体の81

% CPPは12%下位25%の中に占めるNPは3%CPP

は60%である。

51年度にも明らかになった如く単純ではあるが速

度を必要とする運動に於てCPPはNPI乙比しL、ちじる

しく劣位を示す。
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図6 タッピングテスト

テストの内部棺関について

利用テストの内部相関は51年度， 52年度いづれもNP群

のデータf(:::基き算出その結果は表6の通りで52年度利用

の6種について相関ありと認められるものは，さし替テ

ストと針全曲げテスト，タッピングテストと狙準テスト

(ぺーパの部)及びさし替えテストであり，やや相関あ

りとするものはさし替えテストと狙準(ぺーパの部)， 

針金曲げテストと安定度である。 51年度の7種につい

ては相関ありとするものは狙準と円打点テスト，さし替

えテストと狙準並びにきし込みテスト，釘打ちテストと

狙準並びに円打点テストである。

表 6…付) 52年度 テスト内部相関

I E E N V 百

I 安定度~ 
H 狙準ベーパ 0.03 I~ 
E 狙準ツール 0.052 0.214 ~ 
N 針金曲げ 0.311 0.294 0.093 卜¥
V さし替え 0.276 0.356 0.096 0.489 卜¥
VI タッピノゲ 0.112 0.560 0.32 0.414 0.463 ト¥

表0・4ロ，) 51年度テスト内部相関

I E E N V 百 四

I 狙 準I~ 
E 曲線形成 0.23 I~ 
回 円打点 0.54 0.28 i~ 
百 さし込み 0.40 0.31 0.28 ¥ 
V さし替え 0.48 0.37 0.31 0.46 ¥ 
VI 針金曲げ 0.32 0.21 0.33 0.42 0.35 ¥ 
VIl 釘打ち 0.44 0.31 0.42 0.39 0.37 0.36 ¥ 
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6 テストの妥当性について

能力差の識別に利用可能のもとに52年度5類6種のテ

ストを使用した。テストがその目的にかなっているか妥

当性の検証として訓練成績とテスト成績の関連を見るこ

ととして訓練成績上群と成績下群の識別を訓練校教官に

依頼し，その成績に基きC.R値の算出をはかったと乙ろ

表7I乙示す如く安定度テストと針金曲げテスト l乙於て5

%の危険率で上下群聞に有意差を認めた。他のテストに

於ては有意、差を認め得なかった。

費7 技能評定上下群聞の有意差 (52年 NPI乙て算出)

卜¥テ叫::1安 定 度 | 担 準 |針金幽げ

〕~I時間トラ|一出正叶関|日 1 さし嘗え 1' ， '0，，"11 N 

clM I 120岨 I13011 I削 I730 81 33061 1田 21 口|且7[ 4凪 8'"

野IS D I 3日I3宿 1 8田 1 9飢 114岨 132日I0町 I3021 I 38M伺 U

下iM I 17071 12031 34051 70031 4川 l凪 6[ 3.51 60.5 [ 459.6ll，^  

訴IS D I叩 I3皿 I8日 114四 1"田 I9L821 Ul 7市 I58.20 

C. R. 1 ~阻 I 0明 1 L091 0田 IOAI務2河 l議主凹 1 006731 

米※ 1%水準有意 採 5%水準有志

考察とまとめ

テストの結果l乙現われたNP群と CPP群との間における

能力差は52年度に於て実施の6種のテスト全てについて

1%の危険率をもって両者聞に有意差を見た(表8参照)。

テスト結果のみに限定すれば表8，表 9Iζ見るようNP

苦手とCpp群の間に能力差を否定する乙とは出来ないが， ， 

テスト得点差を直lζ職業上の能力差と断定する乙とはさ

けねばならなし、。

表8 52年度 NPとcppとの比較

卜J時下」 y-!出J;lT~n..~1 タピグ IIN

T I ~.~41 I ~.~田 I ~.~Ol I ~.*660 I 1.四 1~.~181~.~191 竹醐|吋瑚

稼業 1%水準有感

表9 51年度 NPとcppとの比較

曲 棉 形 成 針 金曲 げ
担準 円打点 さし替え 釘打ち N 時間エ 7 時間品等

M 28501 4409 8 I 16.2 10600 100.4 403 8107 
cpp 28 

SD 28.20 21臼 IL91 6073 31.13 73095 1.86 37048 

M 29901 2306 005 3L6 田町5 61.2 600 2301 
NP 37 

SD L73 7.88 0.99 6072 u町 2300 L花 3082 
トー

滋T 
※ 翼民

0.754 L3田 00956 2.296 2，296 1.729 0.956 2.299 

※ 5拓水湾岸有意

然し課題解決に要する時間を物尺として見た場合， 51 

年実施のさし込みテスト K於て 2.3倍，さし替えテスト

に於て1.8倍，針金曲げテストに於て 2.5倍，釘打ちテ

ストに於て 3.5倍の時聞を要していることや， 52年度テ

ストに於て狙準テストで 2.5倍，針金曲げテストで 2.2

倍，さし替えテストで2倍の時聞を要する乙と，タッピ

ングテストでは同一時聞にをの作業量などを考えると障

害の作業遂行に及ぼす度合を無視することは出来ない。

特に速度を要する作業にはかなりの被験者に一過性緊

張により首頚部や手指に硬直をもたらし課題解決をさま

たげている。

障害等級によりCppp:も個人差は大きく NPと同等の作

業能力の保持者もありCPP一般として能力莞の是非が断

定されるべき性質のものではなく，あくまで個別に評定

されるべきであるが51年度の実験データに基くかぎり大

約の目安として50-70%程度を訓練生訓練開始時の能力

(健常者対比)として評定， 1-2年の技能訓練l乙伴ひ

副次的に心身機能の伸展がもたらされ訓練終了時点で当

始より平均的l乙10-20%の上昇が期待され持l乙20才以下

の若年l乙顕著に表れるが22才をすぎると上昇効果はあま

り望めない。

再実験l乙伴う学習効果等の資料分折は次回にゆずり53年

度はさらに例数を増し統計的に信頼の高いものとなし客

年来の入手データと合せて解折IC進ひ予定である。

誼1) 窪木安久 心身障害者の職業能力開発に関する事

例研究

S 52. 3 愛知県心身障害者雇用促進協会刊


